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鳥取県江府町

電言我工尾㈹75－2211

編集　総　務　課

印刷　㈲富士印刷

江府町の人口

（6月30日現在）

世帯数1248世帯
人　口　瑚69人
（前月比－13人減）
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死　亡
（男）

（女）

江

新
特
産
野
菜

夏
秋
ト
マ
ト
の
出
荷
始
ま
る

▲ミこまめな手入れが大切ミと作秦を進める川上節夫さん夫婦

町
内
の
あ
ち
こ
ち
に
た
て
ら
れ
て
い
る
白
い
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
…
。

今
年
か
ら
こ
の
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
て
、
新

し
く
ト
マ
ト
の
栽
培
が
行
わ
れ
、
七
月
か
ら
出
荷
が

始
ま
り
ま
し
た
。

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
収
穫
で
き
る
こ
と
か
ら
〝
夏

秋
ト
マ
ト
″
と
も
い
い
、
現
在
、
米
沢
地
区
、
俣
野

地
区
、
日
光
地
区
で
十
四
戸
が
栽
培
し
て
い
ま
す
。

栽
培
農
家
の
一
人
、
美
用
の
川
上
節
夫
さ
ん
に
話

を
聞
く
と
、
「
美
用
地
区
で
も
、
農
協
の
指
導
で
四

戸
が
ト
マ
ト
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
作
業

行
程
は
、
芽
つ
み
、
水
や
り
、
消
毒
と
ホ
ー
レ
ン
草

よ
り
も
複
雑
で
大
変
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
収
入
も

良
く
、
十
月
の
終
り
ま
で
約
八
了
を
出
荷
す
る
予
定

で
す
止
と
見
通
し
も
順
調
と
の
こ
と
。

町
で
は
、
農
協
と
タ
イ
ワ
　
ッ
プ
し
て
大
根
、
白
ネ

ギ
、
ホ
ー
レ
ン
草
等
を
町
の
自
然
条
件
を
フ
ル
に
生

か
し
た
特
産
野
菜
と
し
て
産
地
づ
く
り
に
努
め
て
お

り
、
こ
の
夏
秋
ト
マ
ト
は
ポ
ス
ト
大
根
と
な
る
特
産

野
菜
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



昭和61年7月31日発行－（2）

5月町議会臨時会

5月町議会臨時会が、5

月24日開かれ、次の4議案

が可決承認されました。

報町府江第200号

∇
専
決
処
分
し
た
事
項
の
承
認

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
七

号
）

既
定
の
予
算
額
に
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
四
千
三
百
二
十
八
万
五

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
二

十
一
億
九
千
七
百
九
十
二
万
三
千

円
と
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は

地
方
交
付
税
、
交
通
安
全
対
策

特
別
交
付
金
増
額
等
に
よ
り
、
過

疎
バ
ス
対
策
費
補
助
金
、
交
通
安

全
施
設
工
事
費
、
予
備
費
等
を
追

加
補
正
し
た
も
の
で
す
。

・
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）

補
正
の
内
容
は
、
地
方
債
の
補

正
で
あ
り
、
住
宅
新
築
資
金
と
住

宅
改
修
資
金
の
起
債
内
容
を
調
整

し
た
も
の
で
す
。

・
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
、
三
月
三
十
一
日
公
布
さ

れ
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
条
例
を
改
正
し
た
も

の
で
す
。
こ
の
主
を
内
容
は
、
住
民
負
担

の
軽
減
、
合
理
化
、
地
方
税
負
担

の
公
平
適
正
化
等
を
図
る
た
め
、

個
人
住
民
税
に
か
か
る
所
得
割
、

均
等
割
の
非
課
税
算
定
基
準
、
限

度
額
の
引
き
上
げ
及
び
肉
用
牛
の

売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に
係
る
住

民
税
の
課
税
特
別
措
置
の
延
長
、

ま
た
、
た
ば
こ
消
費
税
の
引
き
上

げ
等
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で

す
。

∇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
保
険
税
の

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
、
所
得

割
、
資
産
割
等
の
区
分
税
率
等
の

引
き
上
げ
及
び
低
所
得
者
に
対
す

る
保
険
税
の
減
額
基
準
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

六
月
町
議
会
定
例
会

一
般
会
計
補
正
予
算
等
を
承
認

六
月
議
会
定
例
会
は
、
六
月
二
十
日
か
ら
四
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
、
町
長
提
出
の
全
議
案
が
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

∇
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
繰
越
　
　
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
（
町

明
許
費
繰
越
計
算
雷
の
報
告
　
　
　
　
道
江
尾
杉
谷
美
用
原
線
）
　
二
、
〇

六
五
〇
万
円
の
う
ち
、
七
五
八
万

本
年
三
月
定
例
町
議
会
で
、
明
　
　
三
千
円
を
繰
越
し
た
こ
と
に
つ
い

許
繰
越
の
措
置
を
い
た
し
ま
し
た
　
　
て
報
告
す
る
も
の
で
す
。

町
長
日
誌

＊
l
日
杓

Z
＝
ト
・

．
1
7
日
出

9
日
働

1
0
日
出

12
日
㈲

1
3
日
㈹

1
4
日
㈱

1
5
日
㈹

16
日
也

5
月
国
立
公
園
5

0
周
年
実
行

委
員
会
（
米
子
市
）

深
山
口
重
談
合
、
県
植

樹
祭
（
日
南
町
）
、
西
部

町
村
会
評
議
員
会
（
米

子
市
）

在
勤
、
入
札
、
日
野
農

林
振
興
局
課
長
来
庁

在
勤
、
大
山
山
ろ
く
開

拓
事
務
所
長
来
庁

運
動
公
園
ナ
イ
タ
ー
開

き
、
本
町
5
丁
目
役
員
・

日
ノ
丸
自
動
車
米
子
支

店
長
来
庁

町
学
校
教
育
振
興
会
、

西
部
町
村
会

境
港
市
制
3
0
周
年
記
念
式

．
町
職
員
採
用
資
格
試
験

・
町
内
弔
問

農
業
委
員
会
、
農
業
委

員
選
任
辞
令
交
付
式
、

大
山
山
ろ
く
開
拓
事
務

所
長
来
庁

入
札
、
町
内
弔
問

溝
口
地
区
防
犯
協
議
会

総
会
（
岸
本
町
）
、
町

内
弔
問

垂
且
協
議
（
鳥
取
市
）

1
8
日
㈲

2
2
日
㈹

2
3
日
惚

2
4
日
出

2
5
日
脚

2
6
日
㈲

28
日
㈹

29
日
㈹

3
0
日
励

3
1
日
出

森
林
組
合
役
員
会
、
江

尾
水
道
組
合
総
会
、
西

部
町
村
連
絡
会
議
（
米

子
市
）
東
京
出
張

（
全
国
自
然
休
養
村
協

議
会
役
員
会
・
総
会
、

全
国
山
村
振
興
協
議
会

総
会
、
ふ
る
さ
と
情
報

セ
ン
タ
ー
理
事
会
）

母
子
会
総
会

町
議
会
臨
時
会

江
尾
小
学
校
運
動
会
、

ふ
る
さ
と
を
知
る
会

高
知
県
出
張

（
中
国
四
国
自
然
休
養

村
協
議
会
総
会
）

日
野
地
方
振
興
協
議
会
、

農
業
改
良
普
及
事
業
協

議
会
総
会
、
総
合
計
画

審
議
会
、
道
路
公
団
事

業
事
務
所
長
来
庁

日
野
町
江
府
町
日
南
町

衛
生
施
設
組
合
議
会

森
林
組
合
総
代
会
、
町

職
域
野
珠
大
会
開
会
式

＊

2
日
月

3
日
㈹

4
日
水

6

　

月

学
校
教
育
施
設
現
地
踏

査泉
源
関
係
地
元
協
議
全

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

総
会
、
町
内
弔
問

Soumu
四角形

Soumu
四角形



昭和61年7月31日発行－第200号

∇
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の

職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す

る
集
例
の
一
部
改
正

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
に

よ
り
補
償
を
受
け
る
べ
き
非
常
勤

の
職
員
に
つ
い
て
も
同
様
に
措
置

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た

国
民
年
金
法
等
の
改
正
に
よ
り
他

の
法
令
に
よ
る
年
金
給
付
と
の
調

整
の
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

∇
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
三
三

既
定
の
予
算
額
に
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
五
、
九
五
七
万
八
千
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
二
十

億
三
、
七
五
七
万
八
千
円
と
し
ま

し
た
。
補
正
の
主
な
内
容
は
、
給
与
費

等
の
組
替
整
理
、
財
産
管
理
費
、

選
挙
費
、
消
防
施
設
費
、
起
債
充

当
減
額
に
よ
る
財
源
調
整
等
で
、

繰
入
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入
等
を

こ
の
財
源
と
し
て
補
正
予
算
を
編

成
い
た
し
ま
し
た
。

江　　府　　町　　報

町長の行政報告

（五三、6月町議会）

＊
総
　
務

五
月
十
二
日
、
行
っ
た
町
職
員

採
用
資
格
試
験
第
一
次
試
験
合
格
者

九
名
を
対
象
に
、
五
月
三
十
一
日
、

第
二
次
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

五
月
二
十
九
日
、
第
四
回
総
合

計
画
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
三
分

科
会
に
分
か
れ
て
計
画
内
容
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
十
二
日
に
は
、
部

長
会
が
開
か
れ
計
画
の
総
合
的
な

検
討
と
調
整
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

＊
民
　
生

四
月
一
日
か
ら
、
ご
み
集
収
処

理
業
務
が
業
者
委
託
方
式
に
変
わ

り
ま
し
た
。

従
来
、
業
務
を
委
託
し
て
い
ま

し
た
清
掃
組
合
を
廃
止
し
て
全
面

的
に
業
者
委
託
事
業
（
江
尾
貨
物

自
動
車
㈲
へ
委
託
）
と
す
る
も
の

で
す
。五

月
三
十
日
、
老
人
福
祉
関
係

先
進
地
と
し
て
、
岐
阜
県
羽
島
郡

笠
松
町
議
会
が
本
町
を
視
察
に
訪

れ
ま
し
た
。

日
野
町
江
府
町
日
南
町
衛
生
施

設
組
合
五
月
定
例
議
会
が
五
月
三

十
日
開
か
れ
、
飲
料
水
供
給
施
設

工
事
等
の
補
正
予
算
（
第
二
号
）

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

＊
農
　
林

六
月
五
日
、
会
計
検
査
院
農
林

三
課
に
よ
る
会
計
検
査
が
行
わ
れ

五
十
五
年
～
六
十
年
度
に
実
施
さ

れ
た
十
七
件
の
事
業
に
つ
い
て
検

査
を
受
け
ま
し
た
。

＊
教
　
育

五
月
八
日
、
本
年
度
の
ナ
イ
タ

ー
開
き
を
行
い
、
シ
ー
ズ
ン
中
の

安
全
を
祈
願
す
る
と
と
も
に
、
野

球
、
テ
ニ
ス
の
部
で
初
試
合
を
行

い
ま
し
た
。

六
十
年
度
事
業
で
完
成
し
た
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
完
成
式
を
四
月

二
十
五
日
行
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
併
設
さ
れ

て
い
る
休
憩
所
（
門
毯
舎
）
は
、

5
日
・
不

6
日
也

7
日
出

9
日
月

1
3
日
㈱

1
4
日
出

県
町
村
長
会

町
民
水
泳
プ
ー
ル
完
成

式
、
町
森
林
組
合
新
役

員
会
、
町
さ
つ
き
展
審
査

在
　
勤

日
野
郡
社
会
教
育
協
議

会
、
中
国
河
北
省
と
の

友
好
提
携
記
念
祝
賀
全

町
軍
恩
連
総
会
、
御
机

部
落
役
員
来
庁

西
部
町
村
長
会
、
日
野

川
漁
業
対
策
協
議
全

町
農
業
委
員
会
、
町
総

合
計
画
審
議
会
部
長
会
、

N
H
K
取
材
来
庁

議
会
運
営
委
員
会

島
根
県
出
張

へ
町
母
子
会
研
修
）

1
9
日
㈹

2
0
日
励

2
1
日
出

2
3
日
㈲

2
4
日
㈹

2
5
日
㈱

2
6
日
㈹

2
7
日
惚

28
日
出

民
生
委
員
会
県
内
視
察

（
三
朝
町
）
、
町
内
葬
儀

下
蚊
屋
部
落
役
員
来
庁

町
議
会
定
例
会
、
西
部

消
防
操
法
大
会
出
場
選

手
選
考
会

新
規
採
用
見
込
職
員
面

談
、
入
札

町
議
会
定
例
会

明
徳
学
園
研
修
（
東
郷

町
）
東
京
出
張

（
全
国
過
疎
地
域
振
興

連
盟
理
事
会
）

町
総
合
計
画
審
議
会
、

児
童
館
運
営
委
員
会

職
域
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

1
6
日
㈲
　
在
　
勤

1
7
日
㈹
　
選
挙
管
理
委
員
会
、
町

内
弔
問

1
8
日
㈹
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

会
、
半
ノ
上
行
政
座
談

会

3
0
日
㈱
　
川
筋
地
区
水
筋
組
合
総

会
、
新
採
用
職
員
辞
令

交
付

青
年
の
家
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
利
用
者
に
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
六
月
六
日
に

は
町
民
水
泳
プ
ー
ル
の
完
成
式
を

実
施
し
ま
し
た
。
公
園
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
町
民
の
心
身
の
健
康

を
さ
さ
え
る
場
と
し
て
、
今
後
一

層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

Soumu
四角形
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報　－昭和61年7月31日発行→（4）
T
J
田府江

▲辞令交付式

手づくりアスレチックが完成

米原分校

米原分校の校庭に手づくりのフィー

ルドアスレチックが完成しました。

これは、大山めふもとの雄大を大自

然の中で、のびのびと健康に育ってほ

しいとの願いをこめてお父さんやお母

さんの労力奉仕で作られたものです。

中電から払い下げてもらった古い電

柱12本とタイヤ14本を組み合てせ4種

類の施設が完成しました。

高原の澄みきった空気を思いっきり

吸って、分校10人の児童たちは、心の

こもったアスレチックを元気いっぱい

楽しんでいます。

第200号

七
月
十
九
日
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
、
今
後
二
年
間
の
町
内
の

交
通
安
全
の
指
導
に
献
身
し
て
い

た
だ
く
町
交
通
安
全
指
導
員
の
任

命
式
が
行
わ
れ
、
十
三
人
に
井
上

町
長
か
ら
辞
令
書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
式
で
は
、
井
上
町
長
、
町
議
会

議
長
、
溝
口
警
察
署
長
の
激
励
に

対
し
、
指
導
員
を
代
表
し
て
小
笠

原
定
義
さ
ん
が
　
「
交
通
非
常
事
態

の
昨
今
に
あ
っ
て
、
私
達
は
悲
惨

な
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
交
通

安
全
の
意
識
高
揚
と
安
全
指
導
の

実
践
に
懸
命
に
努
力
し
ま
す
。
」
と

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

新
し
く
任
命
さ
れ
た
指
導
員
は

次
の
方
々
で
す
。

－
敬
称
略
－

（
江
尾
）
小
笠
原
定
義
、
遠
藤
量

之
、
河
上
順
書
、
声
立
書
明
、
入

江
恭
子
、
（
洲
河
崎
）
浦
部
肇
、

（
新
道
）
石
原
忠
哉
、
（
宮
市
）

河
上
収
、
（
助
沢
）
沢
口
勉
、
（
大

河
原
）
安
田
公
正
、
（
貝
田
）
遠

藤
功
、
（
御
机
）
川
上
富
夫
、
（
尾

上
原
）
山
本
信
男

第
三
十
三
回
県
消
防
ポ
ン
プ
操

法
大
会
（
県
消
防
協
会
主
催
）
が

七
月
二
十
日
、
米
子
市
の
県
消
防

学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
住
民
の
安
全
を

守
る
消
防
団
の
消
火
準
備
や
体
制

に
つ
い
て
速
さ
、
正
確
さ
を
競
い
、

技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
に
毎
年

開
か
れ
る
も
の
で
、
地
区
大
会
で

選
抜
さ
れ
た
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま

す
。本
町
か
ら
は
、
町
消
防
団
第
一

分
団
が
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
出

場
し
、
第
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

本
町
の
出
場
選
手
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

膵
見
　
純
、
藤
田
幸
一
、
小
谷
幸

之
介
、
遠
藤
敏
彦
、
浜
本
伸
介
、

関
内
隆
文

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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七
月
二
十
九
日
㈲
、
岸
本
町
で

交
通
安
全
マ
マ
さ
ん
自
転
車
溝
口

地
区
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
自
転
車
事
故
の

防
止
を
目
的
に
昭
和
五
十
八
年
か

ら
開
か
れ
て
お
り
、
今
年
は
、
溝

口
警
察
署
管
内
か
ら
十
一
チ
ー
ム

が
出
場
し
交
通
規
則
や
正
し
い
乗

り
方
を
競
い
ま
し
た
。

江
府
町
は
、
江
尾
小
P
T
A
・

米
沢
小
P
T
A
・
明
倫
小
P
T
A

の
三
チ
ー
ム
が
出
場
、
日
頃
の
練

練
の
成
果
を
披
露
し
、
全
員
が
自

転
車
安
全
運
転
技
術
認
定
証
を
受

け
ま
し
た
。

出
場
選
手
は
、
次
の
み
な
さ
ん

で
す
。
－
敬
称
略
－

（
江
尾
小
P
T
A
）
末
次
美
喜
枝
、

清
水
琴
恵
、
上
代
洋
子
、
藤
堂
昌

子
、
（
米
沢
小
P
T
A
）
井
口
さ

き
子
、
森
田
愛
子
、
末
次
由
枝
、

遠
藤
鈴
香
、
（
明
倫
小
P
T
A
）

加
藤
初
恵
、
三
輪
典
子
、
加
持
谷

多
栄
子
、
佐
々
木
幸
子

▲真剣な表情で実技試験

衆
・
参
同
日
選
挙

九
二
・
三
四
琵

任
期
満
了
に
伴
う
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
と
併
せ
衆
議
院
議
員
総

▲7月7日に行われた開票

選
挙
並
び
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
が
七
月
六
日
行
わ
れ
、

鳥
取
県
で
は
、
衆
議
院
議
員
に
相

沢
英
之
氏
、
平
林
鴻
三
氏
、
野
坂

浩
賢
氏
、
石
破
し
げ
る
氏
が
、
ま

た
、
参
議
院
議
員
地
方
区
で
坂
野

重
信
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
悪
天
候
に
も
か
か

わ
ら
ず
投
票
率
は
県
平
均
で
八
五
・

八
八
霊
。
本
町
で
は
、
男
九
一
・

九
九
霊
、
女
九
二
二
ハ
六
霊
、
計

九
二
・
三
四
化
と
高
く
、
県
下
で

二
番
目
と
在
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
有
権
者
は
、
男
一
、

八
二
二
人
、
女
二
、
〇
四
三
人
の
計

三
、
八
六
五
人
で
し
た
。

日
野
郡
身
障
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

熱

戦

展

開

「
第
二
十
一
回
日
野
郡
身
体
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
、
七
月

二
目
江
府
町
総
合
体
育
館
で
開
か

れ
、
郡
内
四
町
か
ら
約
百
二
十
人

が
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
雨
の
た
め
、
屋
内

で
ボ
ー
リ
ン
グ
、
関
所
や
ぶ
り
、

ボ
ー
ル
送
り
、
花
吹
雪
、
ラ
ケ
ッ

ト
レ
ー
ス
の
五
競
技
が
行
わ
れ
、

ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
て
熱
戦
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

優
勝
は
、
四
種
目
を
制
は
し
て

江
府
チ
ー
ム
。
競
技
終
了
後
は
、

江
府
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
懇

親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

車
に
ぎ
つ
け
て
〃
‥

子
供
の
国
保
育
園

交
通
指
導
の
日

■′∴∴適

′■∴王、二・二．

■」■′ン．＿＿－

国
道
一
八
一
号
を
横
断
し
て
通

寓
す
る
子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全

に
万
全
を
期
し
て
、
子
供
の
国
保

育
園
で
は
毎
月
一
国
、
交
通
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
六
月
十
二
日
、

こ
こ
は
、
、
久
遠
人
目
の
交
差
点
。

〃
信
号
が
青
に
を
っ
た
ら
ね
〃

〝
車
が
来
な
い
か
よ
く
見
て
ね
″

〃
ハ
イ
、
手
を
あ
げ
て
″
…
こ
の

四
月
に
初
め
て
入
園
し
た
子
供
た

ち
に
と
っ
て
は
、
ま
だ
二
回
目
の

交
通
指
導
。
車
の
行
き
交
う
中
、

子
供
た
ち
も
先
生
も
一
生
懸
命
で

し
た
。
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生活改善監視員に

門田さん

に
協
力
す
る
等
、
消
費
生
括
改
善

制
度
の
円
滑
な
運
用
を
行
う
た
め

の
も
の
で
、
全
国
に
七
一
五
人
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

門
田
久
子
さ
ん
（
新
〓
は
、

四
月
一
日
付
で
、
通
商
産
業
省
か

ら
消
費
生
括
改
善
監
視
員
を
委
嘱

報
　
さ
れ
ま
し
た
。

監
視
員
は
、
一
般
消
費
者
か
ら

町府江

の
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
等
の
苦
情
の

受
け
付
け
窓
口
と
を
り
、
消
費
者

の
意
向
を
把
捉
す
る
た
め
の
調
査

知
っ
て
い
ま
す
か
？

検
察
審
査
会
制
度

検
察
審
査
会
は
、
十
一
人
の
検

察
審
査
員
が
検
察
官
の
処
分
が
正

し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

制
度
で
す
。

詐
欺
、
お
ど
し
、
交
通
事
故
を

ど
の
被
害
に
あ
っ
て
、
．
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ

の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
ず

犯
人
は
を
ん
の
処
罰
も
さ
れ
を
い
。

ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。
こ
ん
を

不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、
検
察
審

査
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

検
察
審
査
員
（
補
充
員
）
　
に

浦
部
さ
ん

米
子
検
察
審
査
会
が
各
市
町
村

の
選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
審
査
員

を
抽
選
に
よ
り
選
考
し
た
結
果
、

浦
部
澄
子
さ
ん
（
洲
河
崎
）
が
検

察
審
査
員
（
補
充
員
）
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

今
期
の
任
期
は
、
昭
和
六
十
一

年
五
月
か
ら
昭
和
六
十
一
年
十
月

ま
で
の
六
か
月
間
で
す
。

昭
和
六
十
年
度
中

わ
が
ま
ち
の
年
金
受
給
状
況

昭
和
六
十
年
度
中
に
本
町
の
受
給
者
に
支
払
わ
れ
た
国

民
年
金
の
総
額
は
、
拠
出
年
金
、
福
祉
年
金
あ
わ
せ
て
、

三
億
五
、
五
五
〇
万
八
、
七
〇
〇
円
に
達
し
ま
し
た
。

次
の
表
は
、
右
の
年
金
を
内
訳
別
に
し
た
も
の
で
す
か
、

受
給
人
員
で
は
福
祉
年
金
を
受
取
る
人
二
五
六
人
、
拠
出

年
金
の
受
給
者
八
三
二
件
で
金
額
的
に
も
「
老
後
の
所
得

保
障
」
に
ふ
さ
わ
し
い
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
　
）
内

は
受
給
件
数
。

国保税の税率が

かわりました

わ
た
し
た
ち
被
保
険
者
は
、
市

町
村
に
保
険
税
を
納
め
る
と
、
市

町
村
か
ら
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
そ
の
保
険
証
を
持
っ
て
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
と
、
医
療
費
の

一
部
負
担
金
（
三
割
ま
た
は
二
割
）

を
支
払
う
だ
け
で
医
療
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
そ
の
残
り
の
医
療
費
が

市
町
村
で
支
払
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

そ
の
財
源
に
、
わ
た
し
た
ち
被

保
険
者
が
納
め
た
保
険
税
が
あ
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

国
保
税
は
、
所
得
税
（
六
十
年

中
所
得
金
額
）
、
資
産
割
〓
ハ
十

一
年
度
固
定
資
産
税
額
）
、
均
等

割
二
人
当
り
）
、
平
等
割
の
合

計
で
決
ま
り
ま
す
。

六
月
一
日
か
ら
こ
の
国
保
税
の

税
率
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

区　 分 改 正　 前

所 得割 3．63
1 0 0

資 産割 54．72
1 0 0

均 等割 20 ，760 円

平 等割 25，210 円

昭
和
五
十
九
年
度
の
江
府
町
の

一
人
当
り
医
療
費
は
、
一
六
万
六

四
六
四
円
で
県
下
で
も
高
い
方
で

す
。
　
ホ

医
蝶
費
は
、
国
か
ら
の
交
付
金

と
保
険
税
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
医
療
費
が
増
え
れ
ば
、
そ

の
割
合
で
保
険
税
の
負
担
分
も
増

え
ま
す
。
医
療
費
は
大
切
に
使
い

ま
し
ょ
う
。
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愛す　それは献血
日日日日日日lll日日llll日日日日＝

…………………11州…州……

6月17日に行われた日

本赤十字社の献血に、次

の方々からご協力をいた

だきました。

俣野JH発電所建設所

鈴木周一、前田良一、

迫憲光、西尾憲司、下坂

美鈴、加藤速美、熊谷光

春、宮本恵里、川上幸恵

日野美弘、足立好子、酒

井洋、庄野久人、武田博

江尾郵便局

福田絹江、永井昭市、

上原二郎、住田孝昭、白

石厚志、竹内京子、片山

辰雄、川端萱志一、上原

圭子、藤田幸一、高山千

鶴子、浜木伸介、長谷川

弘、加藤邦子、遠藤弥生
太田和夫

江府町役場

塚原守、西田哲、千藤

正、南i皮千明、梅林美鈴

井上あけみ、河上貞也、

川端孝志、塚原厚

江府町農協

藤原泰久、加藤忠和、

坂口理郎、遠藤敏彦、、砂
口正文、長尾保、加藤佳

秀、宮本勅寛、日野尾佐

保、川上慶恵、土居一幸

河上収、川上千鶴、佐々

木真知子

献
血
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

江　　府　　町　　報－昭和61年7月31日発行－第200号

≡
二
二
二

八
、
九
〇
六
万
八
、
八
〇
〇
円
　
三
五
六
件
）

二
億
六
、

拠出年金 六

老齢年金

四

妄

九

ヽ

九1億8，883万9，500円

（578件）
○

○

70．9％

障害年金 （41件）

円

さ

垂

10．0％2，640万7，000円

5芸露 4惑 8．1％

6．5％

円（15件）4．3％

警 禦 怠濫 件－

母子年金1．155万3，000

か婦年金52万5．200円（2件）（0．2％）

和

隠
㌔

摩酎

∵十＿▲一一一㌦

〆一一㌦一一一㌦一一一㌦
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美
　
用

杉
　
谷

洲
河
崎

日
ノ
譜

本宮

一市

下
尾
理
夫
7
7
歳
純
一
宅

加
藤
富
美
恵
4
9
歳
信
夫
宅

影
山
綾
7
5
歳
猛
宅

加
藤
吉
昭
4
5
歳
徳
賛
宅

末
次
理
治
5
6
歳
哲
也
宅

道
下
早
苗
5
5
歳
尊
宅

［
月
招
打
む

五
月
中
寄
託
分

白
寿
祝
と
し
て

本
　
四
　
徳
岡
静
子
殿

（
母
た
か
様
白
寿
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。江府
町
社
会
福
祉
協
議
会

報江　　府　　町

口
．
鴇
用
が
〕

お
誕
生
お
め
で
と
う

洲新本
河
崎一三

浦野門
部口脇

其る　専
奈理子

雄
実淳司
長長長
女女女

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

前
田
　
昭
夫

川
上
紀
代
美

小
倉
　
信
彦

安
田
た
と
え

中
曽
　
司
朗

加
藤
　
直
美

末
次
　
浩
司

阪
谷
　
祥
子

川
端
　
微
志

藤
原
　
由
美

米
子
市

美
用
か
ら

御
　
机

米
子
市
か
ら

会
見
町

柿
原
か
ら

杉
　
谷

島
根
県
か
ら

江
　
尾

三
重
県
か
ら

第200号

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

本
五
川
端
富
子
5

8
歳

深
山
口
下
原
久
代
5
2
歳

巌
宅

弘
道
宅

香
典
返
し
と
し
て

本
　
五
　
川
端
　
巌
殿

（
妻
富
子
様
ご
逝
去
）

美
　
用
　
下
尾
純
一
殿

（
父
理
夫
様
ご
逝
去
）

深
山
口
　
下
原
弘
道
殿

（
妻
久
代
様
ご
逝
去
）

日
ノ
詰
　
加
藤
徳
賞
殿

（
弟
吉
昭
様
ご
逝
去
）

洲
河
崎
　
影
山
　
猛
殿

（
養
母
綾
様
ご
逝
去
）

杉
　
谷
　
加
藤
俊
二
殿

（
妻
奮
美
恵
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

荒
　
田
　
吉
村
ト
ミ
ヨ
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
永
井
　
覚
殿

（
長
女
昌
子
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
大
森
哲
也
殿

（
長
男
和
文
様
退
院
）

n
和
昭
射
∪

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

瀬徳小鼓松影影板
戸岡椋中村山山倉

泰
司
晴
美
祐
輔
康
子力

文
子忍

康
子

））））
米
子
市

洲
河
崎
か
ら

洲
河
崎

大
阪
府
羽
曳
野
市
か
ら

米
子
市

下
蚊
屋
か
ら

江
尾
米
子
市
か
ら

l
ぁ
絹
持
し
た
一

六
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

宮
　
市
　
末
次
哲
也
殿

（
父
理
治
様
ご
逝
去
）

本

一

道

下

　

巻

殿

（
妻
早
苗
様
ご
逝
去
）

吉
　
原
　
大
田
敏
朗
殿

（
祖
母
も
ん
様
ご
」
逝
去
）

袋
　
原
　
新
見
智
恵
子
殿

（
夫
貞
美
様
ご
逝
去
）

大
　
方
　
谷
口
浅
雄
殿

（
母
か
つ
よ
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

久
　
連
　
田
中
清
子
殿

へ
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
奥
田
功
司
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
安
田
　
梅
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
浦
部
久
吉
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

美
　
用
　
川
上
さ
つ
き
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本

一

藤

田

孝

義

殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
藤
田
百
合
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

日
ノ
詰
　
福
岡
岩
佳
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

武
　
庫
　
桑
本
　
厳
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

宮
　
市
　
長
岡
由
理
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

武
　
庫
　
田
仲
　
旭
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

杉
　
谷
　
片
山
弘
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

美
　
用
　
川
島
百
合
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

荒
　
田
　
井
上
一
男
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
篠
田
勇
夫
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

久大袋吉
遠方原原

大
田
も
ん
7
8
歳
敏
朗
宅

新
見
貞
美
5
5
歳
智
恵
子
宅

谷
口
か
つ
よ
8
3
歳
浅
雄
宅

遠
藤
茂
子
7
2
歳
勉
宅

…‥善意銀行受払報告・＝・一・

1
、
四
月
末
累
計
額

二
百
八
万
三
古
口
二
十
五
円

2
、
五
月
中
寄
付
額

十
八
万
円
内
　
　
訳

香
典
返
し
　
十
二
万
円

快
気
祝
　
　
六
万
円

3
、
支
出
額

負
担
金
　
一
万
七
千
七
百
六
十
円

4
、
五
月
末
累
計
額

二
百
二
十
四
万
二
千
五
百
六
十
五
円

1
、
五
月
末
累
計
額

二
百
二
十
四
万
二
千
五
百
六
十
五
円

2
、
六
月
中
寄
付
額

三
十
一
万
一
千
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
十
四
万
円

快
気
祝
　
　
十
七
万
一
千
円

3
、
六
月
末
累
計
額

二
百
五
十
五
万
三
千
五
百
六
十
五
円

⑳

Soumu
四角形

Soumu
四角形


